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研究成果の概要（和文）：潜在連想テストをアンケートと併用することで，「数学が嫌い」と回答していても，
潜在的態度では数学を肯定的に捉えている生徒を検出することができる．中学生308名を対象に調査を行なった
ところ，「偽装数学嫌い」が疑われる生徒が全体の２割に達することがわかった．そこで，新たに中学生204名
に同様の調査を行い，「偽装数学嫌い」の生徒に対し，教育的介入の効果を検証する実験を行った．「偽装数学
嫌い」の生徒を無作為に二分し，実験群(20名)には潜在態度に関する情報を伝え，統制群(18名)にはそうした情
報は伝えなかった．その結果，１年後には統制群では８名のみなのに対し，実験群では15名が数学の成績を向上
させた．

研究成果の概要（英文）：We hypothesized there were“fake math-dislikes” among Japanese students who
 claimed they disliked mathematics explicitly while accepted it implicitly. To examine this 
hypothesis, we administered questionnaires and paper-based implicit association tests to 204 
Japanese junior high school students and found 38 fake math-dislikes. Then, we randomly assigned 
them into experimental and control groups and informed only the experimental students of their 
positive implicit attitude toward mathematics we revealed with the IAT. One year later, we found 15 
of the 16 experimental students improved their math achievement scores while only nine of the 17 
control students did. The simple practice of informing of their implicit attitude worked effectively
 for improving their math achievement. As hypothesized, it prevented the fake math-dislike students 
from turning into real math-dislikes.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 偽装数学嫌い　中学生　潜在連想テスト

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
数学の学力や意識に関する調査は，国際的

に行われ，その結果が発表されるたびに話題
となっている．国際教育到達度評価学会
（IEA）が，実施している「国際数学・理科
教育動向調査の 2011 年調査（Trends in 
International Mathematics and Science 
Study 2011 ; TIMSS2011）」の結果では，「数
学の勉強が楽しい」と回答した小中学生の割
合は，前回調査(TIMSS2007)と比べ増加して
いるが，中学生では，国際平均よりも低いと
いう結果になった． 
また，義務教育終了時の 15 歳を対象に，

2012 年に実施された経済協力開発機構
(OECD) の 生 徒 の 学 習 到 達 度 調 査
(Programme for International Student 
Assessment ; PISA)によれば，数学的リテラ
シ ー に影響 を 与える 学 習意欲 等 は ，
PISA2003 と比べ，肯定的な回答をする生徒
の割合が増加していた．「数学における興
味・関心や楽しみ」，「数学における道具的動
機付け」，「数学における自己効力感」，「数学
における自己概念」，「数学に対する不安」の
５つの観点で，「数学における自己概念」及
び「数学に対する不安」については，
PISA2003 と同程度であったが，「数学におけ
る興味・関心や楽しみ」，「数学における道具
的動機付け」，「数学における自己効力感」の
３つの指標においては肯定的な回答が有意
に増加していた．しかし，いずれの調査でも
OECD の平均よりは低い値であった． 

TIMSS や PISA といった国際比較研究が
注目を集める一方で，教育現場では児童生徒
の学力向上への取り組みと共に，児童生徒の
興味関心を高めるための実践もなされてい
る．それらの取り組みの効果は，平成 26 年
度全国学力・学習状況調査質問紙調査の結果，
「数学の勉強は好きですか」との問いに，４
件法で否定的な回答をした生徒の割合が，平
成 19 年の調査から徐々に減少してきている
点からも伺える．しかし，数学が嫌いである
と回答した生徒は 42.8%であり，依然として
４割を超えている状況が続いている． 
以上のように，我が国における数学の学力

が，国際調査においては低くはないものの，
数学に対する意識では，国際的な平均を下回
っているという現状である．日本の子どもた
ちがなぜ数学を嫌うのかはあまり知られて
いない．そこで，国立情報学研究所の論文情
報ナビゲータ(CiNii)を利用して論文検索を
行った（2015 年７月 21 日）．「数学嫌い」を
キーワードに検索をすると104本の論文がヒ
ットした．TIMSS2011 で，中学生の「数学
の勉強が楽しい」と回答した割合が，依然と
して国際平均よりも低いという結果であっ
たことを踏まえ，「中学生」をキーワードに
加えるとヒットする論文はわずか８本であ
った．研究集会での発表論文集を除き，学術
論文として公刊されているものに限定する
と４本だけであった． 

これら４本の研究では，高山(1992)は，数
学嫌いとコンピュータに対する学習態度や
イメージには関連は全く認められないこと
を明らかにしている．柳本・中本・桝田(2002)
は，グラフ理論の教育についてその教育的意
義について考察し, さらに, 中学生を対象と
した教材化と教育実践を行っている．佐久間
(2007)は，数学嫌いと読書嫌いが増加してい
る状況の中で，マイナスとマイナスを掛け合
わせればプラスになるという数学的思考で，
実践報告を行っている．しかし，これらの研
究は，「数学嫌い」そのものに対する研究で
はない． 
「数学嫌い」に焦点を当てている研究とし

ては，内田・守（2012）の１本だけであった．
内田・守（2012）では，集団式潜在連想テス
トを用いて，中学生の「数学嫌い」が本当で
あるかどうかを検討している．集団式潜在連
想テストによって潜在意識を調べると，従来
のアンケート調査によって調べられてきた
数学の好き嫌いの結果とは食い違いが見ら
れ，その食い違いは女子生徒と成績下位の生
徒において特に顕著であった．女子生徒と成
績下位の生徒は，アンケート調査では「数学
は嫌い」と回答していても，潜在意識では数
学を肯定的に捉えていることが多く見出さ
れたのである． 
「数学嫌い」が古くから問題とされながら

も，なかなかその真の要因が解明できないで
きているのも，その実態調査が単純なアンケ
ート形式による顕在的な意識の調査に留ま
って，その背景にある潜在的側面が見逃され
てきた可能性がある．「数学嫌い」の要因解
明のためには，生徒たちが数学に対してどの
ような潜在的態度を持っているのかについ
ての調査も必要なのである． 
 
２．研究の目的 
本研究では，アンケート調査と集団式潜在

連想テストを併用することで，数学に対する
態度に顕在的指標（アンケート）と潜在的指
標（潜在連想テスト）で食い違いがあること
を検証する．具体的には，アンケートには「数
学が嫌い」と回答しながらも，数学に対する
潜在的態度が肯定的である「数学嫌い」を偽
装する中学生がどのくらい存在しているの
かを調べ，新たな視点から「数学嫌い」につ
いて考察する． 
さらに、「偽装数学嫌い」の生徒を真の数

学嫌いにさせないための対策について，潜在
的態度についての結果をフィードバックす
る教育的介入の効果を実験的に検証する. 
 
３．研究の方法 
(1) 研究１ 
中学生 309 名を調査対象にしたが，調査の

趣旨に同意しなかった２学年男子１名を除
き，１学年 101 名（男子 48 名，女子 53 名），
２学年 107 名（男子 50 名，女子 57 名），３
学年 100 名（男子 51 名，女子 49 名）の 308



名（男子 149 名，女子 159 名）が調査に参加
した． 

2004～2008 年にかけて，数学の教科担任
が授業時間を 10 分程度利用し実施した．実
施者には研究の主旨を伝え，理解を得た上で，
共通の実施手順に従って実施した． 
顕在意識調査：自己報告型の記述式アンケ

ート調査によって，数学に対する顕在意識を
調査した．「数学が好きである」との質問に，
「とてもそう思う」から「まったくそう思わ
ない」までの５件法で回答させた．「とても
そう思う」を２点，「まったくそう思わない」
を－２点とした．更に，「数学が嫌いである」
との逆転項目にも，同様に５件法で回答させ
た．「とてもそう思う」を－２点，「まったく
そう思わない」を２点とした．これらの合計
点数を２で除したものを「数学好感度」とし，
数学に対する顕在意識の指標とした（最大値
２，最小値－２）．また，調査の意図が分か
らないようにするため，学校生活や他の教科
についての質問項目を入れた． 
潜在意識調査：「数学」をターゲット語と

して集団式潜在連想テストを実施した．「数
学」に○を付ける肯定課題，「数学」に×を
付ける否定課題をそれぞれ 20 秒ずつ３回，
合計 60 秒間実施した．肯定課題遂行数と否
定課題遂行数に基づき，「数学」潜在連想比
率 Math-IAQ100 を求め，潜在意識の指標と
した． 
理科についての顕在・潜在意識調査：数学

についての調査に併せて，比較のために，理
科についても同様の手続きで顕在・潜在意識
の調査を行なった．理科の意識調査は，数学
の調査と同時に行い，各学年 1 クラスずつが
参加した．参加者は，１学年 33 名（男子 17
名，女子 16 名），２学年 36 名（男子 18 名，
女子 18 名），３学年 33 名（男子 16 名，女子
17 名）の 102 名（男子 51 名，女子 51 名）
であった． 
(2) 研究２ 
中学校１年生で１学期期末テストを受験

した 217 名を調査対象にした．数学の意識調
査には 204 名（男子 117 名，女子 87 名）が
参加した．調査の趣旨を説明したところ全員
が趣旨に同意し，調査を実施した． 
2012 年７月に，数学の教科担任が授業時間

を 10 分程度利用し実施した．実施者には研
究の主旨を伝え，理解を得た上で，共通の実
施手順に従って実施した． 
顕在意識調査：研究１で用いたアンケート

調査と同様の調査を行った．研究Ⅰと同様に，
回答に基づき，「数学好感度」を求めた． 
潜在意識調査：「数学」をターゲット語と

して集団式潜在連想テストを実施した．実施
の手順は，研究１と同様に行い，課題遂行数
に基づき，「数学」潜在連想比率 Math-IAQ100
を被験者ごとに求めた． 
数学学業成績：研究協力校の１学期期末テ

ストにおける数学のテスト成績を偏差値
(Z-score)に換算したものを数学の学業成績

とした．教育的介入の効果を検証するため，
１年後の１学期期末テストの成績も調べた． 
偽装数学嫌いの生徒の検出と実験群の選

出：「偽装数学嫌い」の生徒を学業成績及び，
性別でマッチングした上で，実験群と統制群
に無作為に振り分けることとした．また，ピ
グマリオン効果を排除するために，どの生徒
が「偽装数学嫌い」の生徒であるのかは，学
級担任及び数学の教科担任には伝えないよ
うにすることとした． 
教育的介入：数学に対する顕在・潜在調査

の２ヶ月後に，調査へのお礼と共に，生徒一
人ひとりに調査結果を伝える内容を書いた
文章を渡した．文章の中で，実験群には「あ
なたは，アンケート調査では数学好感度は，
あまり高くありませんでした．しかし，新し
く開発されたもう１つの心理テストでは，心
の中で，学校生活に前向きに取り組もうとし
ていることが分かる結果となりました．また，
心の中で『数学に対して前向きに考えてい
る』という結果になりました．これからの，
学校生活や勉強に頑張ってください．」と数
学に対する潜在的態度に関する結果を含む
情報を伝えた．一方，統制群には下線部のみ
を削除して数学に対する潜在的態度に関し
ては触れない内容を伝えた． 
 
４．研究成果 
(1) 研究１ 
「数学」に対する顕在意識（アンケート） 
男子の「数学好感度」は 0.58 であったが，

女子の「数学好感度」は－0.06 とわずかでは
あるがマイナスの値となり，数学嫌いが起こ
っていることが明らかとなった．３(学年)×
２(性別)の２要因分散分析を行った結果，性
別の単純主効果が有意であった(F(1,302) = 
25.54, p = 0.0000, η2 = 0.08)が，学年の単
純主効果は有意ではなかった (F(2,302) = 
2.32, p = 0.10)．学年×性別の交互作用も有
意ではなかった(F(2,302) = 0.72, p = 0.49)．
以上の点から，女子中学生で数学嫌いが起こ
っていることが明らかとなった． 
「数学」に対する潜在意識 

Math-IAQ100 は，１年生 2.93，２年生 4.91，
３年生 4.27 であり，いずれの学年においても，
数学に対する潜在意識は肯定的であった．３
(学年)×２(性別)の２要因分散分析を行った
結果，学年の単純主効果が有意であり
(F(2,279) = 3.49, p = 0.0318, η2 = 0.03)，性
別 の 単 純 主 効 果 は 有 意 傾 向 で あ っ た
(F(1,279) = 3.57, p = 0.0599, η2 = 0.01)．学
年×性別の交互作用は有意ではなかった
(F(2,302) = 0.90, p = 0.41)．Ryan 法による
多重分析の結果，２年生は１年生よりも高く
なり(t(279)= 2.62, p = 0.0093)，３年生は 1
年生よりも高い傾向があった(t(279)= 1.71, 
p = 0.0889)．２年生と３年生では差がみられ
なかった(t(279)= 0.86, p = 0.39)． 
偽装数学嫌いと偽装理科嫌い 

Math-IAQ100 と「数学好感度」について



クロス集計を行った．潜在意識では数学に対
して肯定的であるのに，アンケート調査では
「数学が嫌い」と回答する「偽装数学嫌い」
の生徒が，参加者全体の 20.1%存在している
ことが明らかとなった．比較のために行った
理科の意識調査をまとめると「偽装理科嫌
い」の生徒は 4.9%であった．母比率の差の
検定を行ったところ，「偽装数学嫌い」の比
率と「偽装理科嫌い」の比率に，有意な違い
があった(z = 3.61, p = .0003)．つまり，「数
学嫌い」を偽装する生徒の方が「理科嫌い」
を偽装する生徒よりも多いということであ
る． 
偽装数学嫌いの男女差 
男 子 と 女 子 そ れ ぞ れ に つ い て ，

Math-IAQ100 と「数学好感度」についてク
ロス集計を行った．「偽装数学嫌い」の比率
は，男子 16.1%，女子 23.9%であった．男子
と女子で母比率の差の検定を行ったところ，
男子の比率と女子の比率は有意傾向であっ
た(z = 1.70, p = 0.0883)．しかし，潜在意識
では，数学を肯定的にとらえているのに，ア
ンケートでは「数学が好き」と答えずに「ど
ちらでもない」との回答をする生徒を「偽装
数学嫌い予備軍」とし，「偽装数学嫌い」と
合わせると，男子 26.8％，女子 39.0％であっ
た．男子と女子で母比率の差の検定を行った
ところ，比率に差がみられた(z = 2.26, p = 
0.0236)．この結果は，「偽装数学嫌い予備軍」
まで含めると，「数学嫌い」を偽装している
疑いのある女子の比率は男子よりも多いこ
とを示している． 
 
(2) 研究２ 
偽装数学嫌いの生徒の検出 
 研究１と同じ手順により，新たに 38名（男
子 25 名，女子 13 名）の「偽装数学嫌い」の
生徒を検出した．これら 38 名について男女
別に成績のマッチングを行い，実験群 20 名
（男子 13 名，女子７名），統制群 18 名（男
子 12 名，女子６名）を無作為に振り分けた． 
学業成績と数学好感度の関係 
 Math-IAQ100 と「数学好感度」ごとに，学
業成績の平均値を求めた．Math-IAQ100 の違
いによる学業成績の差はみられなかったが，
「数学好感度」の違いは，学業成績の違いと
関係していた．２(Math-IAQ100 肯定群 vs.否
定群)×３(数学好感度)×２(性別)の分散分
析の結果，数学好感度の単純主効果が有意で
あった(F(2,153) = 15.40, p = 0.0000, η2 
= 0.16)．Ryan 法による多重分析の結果，数
学好感群(56.71)は，数学嫌悪群(46.11)と中
間群(48.95)よりも学業成績が高かった
(t(153)= 6.77, p = 0.0000，t(153)= 4.14, 
p = 0.0001 )．数学嫌悪群と中間群では差が
みられなかった(t(153)= 1.49, p = 0.14)．
Math-IAQ100 と性別の単純主効果はどちらも
有意ではなかった(F(1,153) = 0.09, p = 0.77，
F(1,153) = 1.68, p = 0.20)．Math-IAQ100
と数学好感度の交互作用が有意傾向であっ

た(F(2,153) = 2.59, p = 0.0781, η2 = 0.01)．
その他の交互作用はいずれも有意ではなか
った(Fs < 0.83, ps > 0.44)． 
教育的介入の学業成績への影響 
 数学に対する潜在的態度についての情報
を与えるという教育的介入の効果を確認す
るために，実験群と統制群の生徒一人ひとり
の学業成績が１年後にどう変化したかを調
べた．実験群では，20 名中４名が１年後のテ
ストを欠席したため 16 名について調べたと
ころ 15 名が成績を向上させていたことがわ
かった．一方，統制群では 18 名のうち１名
が欠席し，残る 17 名のうち８名が成績を向
上させていた．潜在的態度についての情報が
与えられた実験群の方が数学の成績を向上
させた生徒が多く，統計的にも有意な差であ
ることがわかった（直接確率計算・両側検定
p = 0.0066）．実験群の生徒の成績が向上し
たのは，「偽装数学嫌い」の生徒に対して，「君
の数学嫌いは偽装だね」とフィードバックす
ることで真の数学嫌いになることを防ぐこ
とができたためだと考えられる．  
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